
」
化
老
光
「と
る
け
続
び
浴
を
線
外
紫

も
険
危
の」
ん
が
発
光
「や

加藤直子皮膚科スキンクリニック院長

加藤直子 先生
北海道大学医学部医学科卒業。北海
道大学医学部付属病院皮膚科研修
医、助手を経て、米国マイアミ大学皮膚
科研究員として留学。1989年から市立
小樽病院皮膚科医長、1994年から北
海道がんセンター（旧国立札幌病院）主
任医長を経て、2010年加藤直子皮膚
科スキンクリニックを開院。医学博士、日
本皮膚科学会認定皮膚科専門医。

あなたの街の
ドクターが
アドバイス

紫外線対策に日焼け止め（サンスクリーン）を
使用しましょう

　

線
外
紫
、
り
な
く
強
が
陽
太
は
節
季
の
ら
か
れ
こ

線
外
紫
。
す
で
要
必
が
意
注
に
響
影
悪
の
へ
膚
皮
の

え
与
を
響
影
に
膚
皮
で
い
注
り
降
に
表
地
、
ち
う
の

は
の
る

U
V
B
と
U
V
A

だ
ん
挟
を
午
正
。
す
で

2

で
間
時

1

約
の
量
線
外
紫
総
の
日

60
%

降
に
表
地
が

か
、
と
る
い
に
外
屋
に
帯
間
時
の
そ
、
で
の
ぐ
注
り

露
の
ど
な
甲
の
手
、
耳
、
顔
を
線
外
紫
の
量
の
り
な

。
す
ま
び
浴
に
膚
皮
の
部
出　

た
び
浴
を
線

24

感
リ
ヒ
リ
ヒ
は
で
症
軽
、
で
後
間
時

、
後
の
そ
。
す
ま
じ
生
を
）
う
ほ
い
す
（
疱
水

72
時タ

ン
サ
（
着
沈
の
素
色
ン
ニ
ラ
メ
に
間
の
で
ま
間

数
、
と
る
け
続
び
浴
を
線
外
紫
。
す
ま
れ
現
が
）
ン

ミ
シ
の
て
し
と
害
傷
性
慢
、
に
後
の
期
伏
潜
の
年
十

」
化
老
光
「
の
ど
な
み
る
た、
ワ
シ、
）
子
黒
性
光
日
（

細
の
膚
皮
に
ら
さ
。
す
ま
れ
現
が
化
変
る
れ
ば
呼
と

の
胞

A
N
D

膚
皮
、
え
与
を
傷
損
に
）
報
情
伝
遺
（

り
ま
高
も
性
険
危
の
」
ん
が
発
光
「
る
じ
生
が
ん
が

。
す
ま　

を
ア
エ
ウ
の
袖
長
や
子
帽
、
て
し
と
策
対
線
外
紫

は
S
P
F
（
s
u
n 

p
r
o
t
e
c
t
i
o
n 

f
a
c
t
o
r
や）
P
A（
p
r
o
t
e
c
t
i
o
n 

g
r
a
d
e 

o
f 

U
V
A

が
数
指
の
ど
な
）

工
品
粧
化
本
日
は
ら
れ
こ
。
す
ま
い
て
れ
さ
示
表

指
の
御
防
線
外
紫
る
い
て
め
決
り
取
で
会
合
連
業

。
す
で
標

S
P
F

は
で
本
日
。
す
で
効
有
ど
ほ
い
高
が
値
数
、
で

50
ま

は
合
場
る
あ
が
果
効
の
上
以
れ
そ
、
か
で

50

と
＋

。
す
ま
い
て
れ
さ
記
表

P
A

え
抑
を
ン
タ
ン
サ
は

い
て
れ
さ
記
表
で
＋
＋
＋
＋
ら
か
＋
、
で
標
指
る

P
P
D 

（
p
e
r
s
i
s
t
e
n
t 

p
i
g
m
e
n
t 

d
a
r
k
e
n
i
n
g

。
す
で
数
指
う
い
と
）

P
A

は
＋
＋
＋
＋

P
P
D
が
16

を
化
黒
、
し
味
意
を
上
以

ン
サ
。
す
ま
れ
さ
待
期
が
果
効
る
え
抑
く
強
て
め
極

を
と
こ
る
す
入
購
て
め
か
確
く
よ
、
で
の
す
ま
い
て

。
す
ま
し
め
勧
お


